
1 

【破壊された風景と、未来に向けて】 
今回の大災害で、風景は、あっ

というまに破壊されるということ

を、悲しくも目の当たりにするこ

とになりました。 
豊かで美しい自然の風景を、人

間が破壊してきた話は何度も出て

きましたが、今回は、人間が作り

上げてきた風景を、自然が、いと

も簡単に破壊しつくしたという悲

劇です。今回のこの災害を私たち

はどう受け止めるべきなのか。重

いテーマではありますが、少し、

考えてみることにします。 
 
我が国の変化にとんだ多様な地

形は、今回のような自然の造山運

動？のような営みによって形作ら

れてきたという事実があります。

その意味でも、ダイナミックな活

動が私たち人間社会の営み空間の

基盤となっている事実があります。 
今回、津波被害を受けた場所で

も、今後、想像を超えた自然の力

を想像して（矛盾した言葉ですが）、

復興計画を立て、数十年の単位で

の時間をかけて、また、人々のふ

るさととして再興するのでしょう。

その際、今回の復興の考え方の基

盤となるのは、どのような考え

方・方針なのでしょうか。 
二度とこのような悲劇を繰り返

さない街づくりだとおもいますが、

それは、防災の設備や仕組みが十

分に図られた街ということでしょ

うか。もちろん、防災という視点

での街づくりは必須でしょう。し

かし、想像を超えた自然の脅威と

いうものに、「防災」は、相当に荷

が重いとおもわれます。なにしろ

想像を超えた力を想像して計画す

る防災であるから。やはり、「減災」

の考えが基本になると思いますが、

それだけでは自然の脅威に対する

恐怖を減らすことには限界がある

ように思います。 
今の、この時点で考えられるの

は、「減災＋受災」。災害を受け入

れるとは、なにごとかと思われる

かもしれませんが、故郷を捨てる

のであれば、いろいろな選択肢が

あると思いますが、故郷を復興す

るには、それしかないかと。その

ための大原則は、最終的には、人々

の命を守ることを最後の砦とし、

社会基盤に関しては、今まで通り

の防災計画に則った 10ｍ程度の堤
防の復旧とするようなこと。ここ

で、命を守る施設とは、例えば、

10 軒程度を単位に、ミニ広場と地
下に核シェルターのような施設を

設け、生存を知らせる信号発信と

鉄塔、2週間程度の食糧・水・発電
機・燃料を貯蓄し備えるなど。 
仮に、今回の災害を想定した施

設を想像して整備したとしても、

それを上回る想像を絶する災害が

来るという恐怖や、現実、そのよ

うな災害がくれば、さらに被害は

甚大になりますし、400kmの海岸
線を 20mの高さの津波堤防で守る
ことは、技術力としては可能でも、

財政的にも、また、時間的にも（100
年、200 年かけてつくるようなこ
と）現実的でないと思われます。 
アイデアとしては、今回の津波

の被災地を 20mかさ上げするよう
なことや、民家は、高台にしか作

らないようなことも考えられるで

しょう。しかし、それでは、亡く

なられた人々を含め、人間と自然

が織り成してきた美しいふるさと

は失われてしまいます。古くから

の、日本を代表する文化的景観・

風景は、永久に失われてしまいま

す。今後も、営々と続くであろう

日本のふるさとの場所の風景が、

技術力によって変わってしまうこ

とも 2次悲劇ではないでしょうか。 
被災者の救援、原発の鎮静化が

なされたあと、これからの復興の

ための大原則が話し合われると思

います。日本の風景の在り方を考

えてきた私たちは、今は、微力で

あっても、しっかりと考え、情報

や考え方を発信することが、責務

であるという時が必ず来ます。そ

の時までに、私達の視点で、かつ、

故郷を失った人々が取り戻したい

と考えている故郷の姿を、少しで

も早く取り戻す手伝いをできるよ

うに準備を整えておくべきと考え

ます。誰かが言っていました「被

災し、一瞬で文明は失われたが、

生き残った人たちがいる限り文化

は失われない」ということを信じ。 
なお、これは今の時点での思い

つくままの記述です。今後のいろ

いろな流れの中で、反省したり、

考えを改めたり、あるいは、新し

い視点でものを見ること等で、当

然、変わっていくと思われます。

今回は、少しでも、そのように技

術者として考える切っ掛け、ある

いはヒントになってもらえればと

思い、あえて、書き綴りました。

直接、間接的に被災された方の気

に障ることを知らずに書いたかも

しれません。その点は、平にご容

赦ください。【あと 2回続く】 
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言葉では言い表せない凄まじい被害と悲劇が、東北地方を襲いました。あまり
の凄さに、能天気なこのレターの配信も、気が咎め、先週は見送らせてもらいまし
た。今回の災難について書く勇気は持ち合わせていませんでした。今回の大きな
悲しみと未来への希望を言い表すことができるのは、BACHのシャコンヌだけでは
ないかとも思います。被災で亡くなられた方のご冥福をお祈り申し上げます。・・・ 
・・ 

言葉にならない悲しみと、復興の現場でお互いに助け合う姿を見て、あえて書きます 
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